
編  修  趣  意  書  

（教育基本法との対照表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０６－２３７ 高等学校 国語科 現代の国語  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

   

 

１．編修の基本方針 

１．近現代のすぐれた文章に触れることにより、言語感覚を磨き、知識と教養を身に付け、豊かな感性

や情緒を育むことができるようにした。 

２．生徒が自主的・主体的に学習活動を行うことにより、思考力・判断力・表現力を養い、自発的・創

造的な人間形成に進むことができるよう考慮した。 

３．対話的・協働的な学習活動を積み重ねることにより、さまざまな社会的要請に応え得る人間性の

育成に役立てられるようにした。 

４．現代社会における問題を具体的に扱った教材を意識的に採録して、人間・環境・社会などさまざま

な課題に向き合う態度を養うことができるように配慮した。 

５．我が国の言語文化の伝統を深く理解したうえで、言葉によって的確に理解し、適切に交流する能

力をはぐくみ、真に国際的な人間形成を促すことを期した。 

 

２．対照表 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

視野を広げる 
―自己 

・真理を探究する人間のありようを示すことによ

って、生徒の人間性・社会性の涵養に働きかけ

られるようにした（第１号）。 

・コミュニケーションを円滑に行えるよう、書き

方の基礎を身に付け、自分の考えや事柄を国語

で適切に伝える能力を伸ばせるようにした（第

１号）。 

・個性を肯定するとともに、多様な価値観につい

て述べた題材を採録し、異なる立場からの意見

を尊重する態度を身に付けられるように配慮し

た（第２号）。 

・コミュニケーションを円滑に行えるよう、話し

方の基礎を身に付けたり、口頭で案内したりす

る活動を設定し、自分の考えや事柄を国語で適

切に伝える能力を伸ばせるようにした（第１

号）。 

p.14～p.19 

 

 

p.20～p.25 

 

 

 

p.26～p.32 

 

 

 

p.33～p.36 

自分の立場を明確
にする 
―言語 

・言葉のはたらきに理解を深め、語彙や表現を豊

かにして、社会生活に必要な言葉の知識や技能

を身に付けることを目指した（第１号）。 

・スピーチを行う活動を設定し、自分の考えや事

柄を国語で適切に伝える能力を伸ばせるように

した（第１号）。 

・文章の論理構造を捉えて論理的に考える力を育

み、社会生活に必要な言葉の知識や技能を身に

付けることを目指した（第１号）。 

 

p.38～p.45 p.51～p.56 

 

 

p.46～p.49 

 

 

p.50 



根拠を示す 
―文化 

・比較文化論を採録して、我が国の言語文化に対

する関心を喚起するとともに、他国の文化を尊

重する態度を養うことができるよう配慮した

（第５号）。 

・生徒にとっての実社会と深く関わる、紹介文を

書く活動を設定し、生徒が自らの問題として考

えを深めることができるようにした（第３号）。 

・文章の論理構造を捉えて論理的に考える力を育

み、社会生活に必要な言葉の知識や技能を身に

付けることを目指した（第１号）。 

 

 

p.58～p.66 p.73～p.78 

 

 

 

p.67～p.71 

 

 

p.72 

 

論理的に考える 
―情報・コミュニ
ケーション 

・情報化の進展、科学技術の発展など、現代の諸

問題を取り上げた題材を採録し、生徒が社会の

形成と発展について考察を深められるよう配慮

した（第３号）。 

・文章の構成や論展開を捉え、論理的に考える力

を育むことで、社会生活に必要な言葉の知識や

技能を身に付けることを目指した（第１号）。 

 

 

p.80～p.91 p.95～p.98 

 

 

 

p.92～p.94 

 

情報を読み取る 
―社会 

・数量化の意義について述べた題材を採録し、生

徒が社会の形成と発展について考察を深められ

るよう配慮した（第３号）。 

・生徒にとっての実社会である、学校生活に関わ

る題材を採録し、生徒が自らの問題として考え

を深めることができるようにした（第３号）。 

・レポートを書くという、実社会と深く関わる題

材を積極的に採録し、生徒が自らの問題として

考えを深めることができるようにした（第３

号）。 

 

 

 

p.100～p.109 

 

 

p.116～p.119 

 

 

p.120～p.124 

 

伝えたいことを明
確にする 
―相互理解 

・言語の機能や言語表現の多様性について述べた

題材を採録し、生徒が公共の精神に基づき、社

会の形成と発展について考察を深められるよう

配慮した（第３号）。 

・生徒にとっての実社会と深く関わる、取扱説明

書を書く活動を設定し、生徒が自らの問題とし

て考えを深めることができるようにした（第３

号）。 

・個人の価値や、多様な価値観について述べた題

材を採録し、異なる立場からの意見を尊重する

態度を身に付けられるように配慮した（第２

号）。 

・コミュニケーションを円滑に行えるよう、口頭

で案内する活動を設定し、自分の考えや事柄を

国語で適切に伝える能力を伸ばせるようにした

（第１号）。 

 

 

 

p.126～p.137 

 

 

 

p.138～p.141 

 

 

 

p.142～p.149 

 

 

 

p.150～p.154 

 

 



考えを深める 
―仕事 

・働くことについて考察した題材を採録し、生徒

が自らの問題として考えを深められるように

した（第２号）。 

・自転車危険運転に関する法律文という、生徒に

とっての実社会と深く関わる題材を採録し、生

徒が自らの問題として考えを深めることがで

きるようにした（第３号）。 

・話し合って意見をまとめる活動を設定し、自ら

課題を設定して取り組む態度を養うことがで

きるように配慮した。課題の内容についても、

生徒の自由な創造性を伸ばすことを目的にし

たものを取り入れた（第２号）。 

 

p.156～164 

 

 

p.165～168 

 

 

 

p.169～174 

 

社会に目を向ける 
―共に生きるとい
うこと 

・生命、環境、紛争といった、現実の諸問題に深

く関わる題材を採録し、生命を尊ぶ態度を養う

とともに、生徒が自らの問題として考えを深め

ることができるよう配慮した（第４号）。 

・目的に合わせて機器を用いたり、情報を収集し

て適切に扱ったりといった、現代社会において

重要とされる能力を高めることを目指した（第

１号）。 

・社会に対する意見文を書く活動を設定し、生徒

が自らの問題として考えを深めることができ

るようにした（第３号）。 

 

p.176～188 p.189～197 

 

 

 

p.198～203 

 

 

 

p.204～208 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・第二条第３号及び、学校教育法第５１条１号「国家及び社会の形成者として必要な資質を養うこと」、ま

た、第３号「社会について、広く深い理解と健全な批判力を養い、社会の発展に寄与する態度を養うこと」

を踏まえ、評論教材の最後に「学習の手引き」「言語活動の手引き」「言葉の手引き」として課題を用意

し、発表や話し合いを含む多様な学習活動を設定した。教材の内容や構成などについて理解を深め、自ら

の考えを的確に表現する資質・能力を養うとともに、生徒相互の意見交流を通じて、多角的で客観性のあ

る批判的思考能力を養えるよう配慮した。 

・「コラム」を設定して、目的に合わせて機器を用いたり、情報を収集して適切に扱ったりといった、現代

社会において重要とされる能力を高めることができるようにした。 

・読書を勧める内容の題材を採録したり、「読書のしるべ」を設定したりするなどして、言語文化に対する

興味・関心を喚起し、読書の幅を広げることができるようにした。 

・「資料編」に、表記や表現、文字や語彙、コミュニケーションに関する実用的な資料を採録し、実生活に

必要な知識と教養を身に付けることができるようにした。 

・書体にユニバーサルデザインフォントを取り入れたほか、カラーユニバーサルデザインにも配慮し、すべ

ての生徒にとって学びやすい紙面となるよう配慮した。  
  



編  修  趣  意  書  

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０６－２３７ 高等学校 国語科 現代の国語  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

   

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

①単元構成・教材選定 
・国語の資質・能力を育成し、実社会に必要な国語の知識や技能を効果的に身につけるため、思考力・
判断力を育成するための学びと、表現力を育成するための学びとが、それぞれ系統的に行えるように
教材を配置した。 

・評論、および、実用的な文章を取り上げた箇所では、身につけたい国語の力と文章テーマとを意識し
て単元を構成し、教材どうしが有機的な繫がりをもって学習できることを意図した。 

・「Ａ 話すこと・聞くこと」と「Ｂ 書くこと」に関わる教材を取り上げ、「現代の国語」の目標に掲
げられている、「他者との関わりの中で伝え合う力を高め」るための学びを実現することを意図し
た。 

・「Ｃ 読むこと」の教材選定にあたっては、生徒の発達段階や中学校の国語科との接続にも配慮しつ
つ、高校生が身につけておくべき幅広い知識を提供し得る作品をさまざまな分野から厳選し、人間や
社会に対する視野や考えが次第に広がり深まるように教材を配列した。 

・単元の扉に、単元の各教材で学習する内容を「学習のねらい」として示し、教材の意図を学習者全体
で共有しながら学びに取り組むことができるようにした。 

 →「生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図る」ための配慮。 
②[知識及び技能]への対応 
・「注意すべき語句」を抽出したり、「言葉の手引き」を設定したりして、「Ｃ 読むこと」の内容と
関連づけながら漢字・語句・表現・修辞等の知識を深めるとともに、文脈の中で語感を磨き、語彙を
豊かにできるようにした。 

・情報と情報との関係については、「Ｃ 読むこと」の内容と関連づけながら「学習の手引き」で理解
を深めるとともに、「論理の展開を捉える」を設け、情報どうしの関係性に注目して論理構造を捉え
るための方法を示した。 

・巻末に「資料編」、巻頭と巻末に「口絵」を用意し、豊富な資料や写真・図版を掲載して、知識をよ
り深めるための一助とした。 

・作品ごとに作者解説を付し、出典の情報を示して読書につながる興味づけを図るとともに、評論に関
しては「読書のしるべ」を巻頭に掲載して、読書の幅を広げることができるように意図した。 

③[思考力、判断力、表現力等]への対応 
・「Ａ 話すこと・聞くこと」「Ｂ 書くこと」に関しては、言語活動を主体として教材を設定し、具体
的な活動を通して表現力や想像力を高め、自分の考えを広げて伝え合う能力を育成することを目ざ
した。教材として取り上げる項目は、「言語活動例」に示された内容に即して選定した。 

・「Ｃ 読むこと」に関しては、脚注の「問」、および「学習の手引き」「言語活動の手引き」の三つ
の課題設定によって、作品の内容理解を深め、興味を広げることができるようにした。 
＊「問」は、本文を解釈するうえでポイントとなる箇所に、内容理解を確認する目的で示した。 
＊「学習の手引き」は、文章全体の構成の把握、構成を支えている論理（各段落のはたらき、段落相
互の関係、論展開など）の把握、「学習のねらい」に沿った内容の解釈および評価という、基本的
に三つの事柄を行うことを主旨として設定した。 

＊「言語活動の手引き」は、本文を学習して得た知識や、本文に関連する事柄などをもとして、文章
を書いて発表したり、調査・報告を行ったりするなど、「読むこと」と「話すこと・聞くこと」「書
くこと」の両方に関わる言語活動を行うことを主旨として設定した。取り組み方や手順について導
入が必要となるものについては、別ページに独立させて、段階的に活動を設定した。 

＊一部の言語活動について、活動に取り組むうえで必要となる文章を「参考」として示した。 
・実用的な文章は、実用と活用に重点を置いて、言語活動を主体とした課題設定を行った。  



2．対照表

該当箇所

単元 教材 ⑴ ⑵ ⑶

話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
⑴

話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
⑵

書
く
こ
と
⑴

書
く
こ
と
⑵

読
む
こ
と
⑴

読
む
こ
と
⑵

枠を壊して自由に生きる ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

イ・ウ ア ア・イ ア p.14～p.19 1 1 2

書き方の基礎レッスン イ・オ・カ  イ・ウ p.20～p.25 2 2

なぜ本を読むのか
イ・ウ・
エ・オ

ア・イ・
ウ

ア ア・イ ア p.26～p.31 1 1

〔言語活動〕読書の効用について、
自分の考えを発表しよう

ア・イ・ウ ア p.32 1 1

話し方の基礎レッスン イ・カ ア・イ・ウ p.33～p.36 3 3

言葉遣いとアイデンティティ
ア・イ・
ウ・エ・オ

ア・イ・
ウ

イ・ウ ア ア・イ ア p.38～p.45 1 1 2

スピーチで自分を伝える イ エ
ア・イ・
ウ・エ

ア p.46～p.49 3 3

論理の展開を捉える【具体と抽象】
日本語は世界をこのように捉える

ア・オ
ア・イ・
ウ

イ・ウ ア ア・イ ア p.50～p.56 1 1 2

水の東西
ウ・エ・
オ・カ

ア・イ・
ウ

イ・ウ ア ア・イ ア p.58～p.64 1 1 2

〔言語活動〕水に関わる芸術や文
化を調べ、その魅力を紹介しよう

ア・イ・
ウ

ア・
ウ

p.65～p.66 2 2

地域の魅力を伝える紹介文を書く イ・オ エ
ア・イ・
ウ・エ

イ p.67～p.71 2 2

論理の展開を捉える【対比】
「間」の感覚

オ
ア・イ・
ウ

イ・ウ ア ア・イ ア p.72～p.78 1 1 2

私たちはなぜ承認を求めるのか
イ・ウ・
エ・オ・カ

ア・イ・
ウ

ア・イ ア p.80～p.89 1 1

〔言語活動〕ＳＮＳ利用についての
リーフレットを作成しよう

ア・イ・
ウ

イ p.90～p.91 2 2

論理の展開を捉える【主張と根拠】
【主張と反論】【推論】
コンピュータが作る俳句

オ
ア・イ・
ウ

イ・ウ ア ア・イ ア p.92～p.98 1 1 2

数量化のジレンマ ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

ア・イ ア・イ p.100～p.107 1 1

〔言語活動〕アンケート調査の目的
を捉え、調査方法を改善しよう

イ・ウ ウ p.108～p.109 2 2

〔コラム〕適切な情報を集めるには エ p.110～p.113

〔コラム〕情報を正しく引用するには オ p.114～p.115

学校新聞の記事内容を検討する オ エ・オ
イ・ウ・
エ

ア・イ ア・イ ア・イ p.116～p.119 0.5 0.5 1

生活実態を報告するレポートを書く イ・オ エ
ア・イ・
ウ・エ

ウ p.120～p.124 3 3

言語としてのピクトグラム
ア・ウ・
エ・オ

ア・イ・
ウ

ア・イ ア・イ p.126～p.135 2 2

〔言語活動〕資料を読み、問題のあ
る公共サインの改善案を提案しよ
う

イ・ウ ア p.136～p.137 2 2

身近な製品の取扱説明書を作成
する

イ・オ エ
イ・ウ・
エ

イ p.138～p.141 2 2

ステレオタイプの落とし穴
ア・ウ・
エ・オ

ア・イ・
ウ

イ・ウ
ア・
ウ

ア・イ ア p.142～p.149 1 2 3

相手に伝わる案内をする イ エ
ア・イ・
ウ・エ

イ p.150～p.154 3 3

人はなぜ仕事をするのか
イ・ウ・
エ・オ・カ

ア・イ・
ウ

ア・イ ア p.156～p.163 2 2

〔言語活動〕筆者の問いに対する
考えをグループで話し合おう

イ・ウ・
エ・オ

ア・
ウ

p.164 2 2

法律の改正に関わる文章を読み比
べる

オ ウ・エ
ア・イ・
ウ

ア ア・イ ア・イ p.165～p.168 0.5 0.5 1

意見をまとめる話し合いをする イ エ
ア・イ・
ウ・エ・オ

ウ p.169～p.174 4 4

黄色い花束 ウ・エ・オ
ア・イ・
ウ

イ・ウ ア ア・イ ア p.176～p.188 1 2 3

「生物多様性」はなぜ大事なのか
イ・ウ・
エ・オ・カ

ア・イ・
ウ

ア・イ・
ウ

ウ ア・イ ア p.189～p.197 1 2 3

理想の修学旅行をプレゼンする イ エ
ア・イ・
ウ・エ

エ p.198～p.203 4 4

社会に対する意見文を書く イ・オ エ
ア・イ・
ウ・エ

ウ p.204～p.208 3 3

計 20 30 20 70

社会に目を
向ける
―共に生きる
ということ

視野を広げ
る
―自己

自分の立場
を明確にする
―言語

根拠を示す
―文化

論理的に考
える
―情報・コ
ミュニケー
ション

情報を読み
取る
―社会

伝えたいこと
を明確にする
―相互理解

考えを深める
―仕事

図書の構成・内容
配当時数

知識及び技能 思考力・表現力・判断力等 　
話
す
こ
と
・

　
聞
く
こ
と

　
書
く
こ
と

　
読
む
こ
と

計

学習指導要領の内容



杏 之 弘 箴 几 也 淳 剽 蛙 蕉 芭 斧 繹 乖 濡 伊 爾 瀰 廿 沌 鷗 阿 樋 猪 筧 嬌 伽 繫 訊 敲 芥 梢 漱 浩 漢字

131 126 126 111 105 100 100 95 95 95 95 95 94 83 74 73 73 68 67 63 63 63 58 58 58 58 53 53 51 47 30 25 14 14 ﾍﾟｰｼﾞ

蜘 蚤 鯖 鯉 鰻 鳩 雀 烏 鵡 鸚 吞 鵜 狸 狐 兎 鼬 訣 鼠 撥 拗 杖 蔓 箒 鴇 亘 饉 呆 怯 礫 煉 疇 扮 嶼 尖 漢字

231 231 231 231 231 231 231 231 231 231 231 231 231 231 231 231 231 231 224 224 205 195 189 189 188 188 182 178 176 176 170 151 146 146 ﾍﾟｰｼﾞ

籔 噓 瓜 蛛 漢字

232 232 232 231 ﾍﾟｰｼﾞ

常
用
漢
字
以
外
の
使
用
漢
字
一
覧
表



七
転
八
起

由
二

吉
永
明
弘

女
川

一
喜

武
能

家 雅
士

明
後
日

樹 伊
都
夫

秀
男

活
か
し
方

白
百
合

政
男

拠
り

戸
谷
洋
志

眼 下
駄

切
妻
型

伊
勢

高
階

弥
山

厳
島

龍
安
寺

枯
山
水

世
阿
彌

魅
き
つ
け
た

鹿
お
ど
し

正
和

逸
郎

又
吉
直
樹

否
応
な
く

漢
字

な
な
こ
ろ
び
や
お
き

ゆ
う
じ

よ
し
な
が
あ
き
ひ
ろ

お
な
が
わ

か
ず
よ
し

た
け
よ
し

う
ち

ま
さ
し

あ
さ
っ

て

た
つ
る

い
つ
お

ひ
で
お

い
か
し
か
た

し
ら
ゆ
り

ま
さ
お

よ
り

と
や
ひ
ろ
し

め げ
た

き
り
つ
ま
が
た

い
せ

た
か
し
な

み
せ
ん

い
つ
く
し
ま

り
ょ

う
あ
ん
じ

か
れ
さ
ん
す
い

ぜ
あ
み

ひ
き
つ
け
た

し
し
お
ど
し

ま
さ
か
ず

い
つ
お

ま
た
よ
し
な
お
き

い
や
お
う
な
く

音
　
訓

225 194 189 188 187 179 176 159 157 156 142 131 107 95 95 85 80 78 75 73 73 73 68 67 66 66 63 59 58 58 51 26 14 ㌻

音
訓
一
覧
表



〔国語教材〕

ページ 名      称 種別 名     称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

14～18 枠を壊して自由に生きる 国語教材枠を壊して自分を生きる。　自分の頭
で考えて動くためのヒント

はじめに 石黒浩 三笠書房 2017年

26～30 なぜ本を読むのか 国語教材夜を乗り越える（初版第１刷） 135～140 又吉直樹 小学館 2016年
38～44 言葉遣いとアイデンティティ 国語教材翻訳がつくる日本語――ヒロインは

「女ことば」を話し続ける（第１版第
１刷）

62～69 中村桃子 白澤社 2013年

51～56 日本語は世界をこのように捉える 国語教材日本語は哲学する言語である（初版） 75～83 小浜逸郎 徳間書店 2018年
58～63 水の東西 国語教材混沌からの表現（第２刷） 131～134 山崎正和 ＰＨＰ研究所 1977年
73～78 「間」の感覚 国語教材西洋の眼　日本の眼（第１刷） 42～47 高階秀爾 青土社 2001年
80～88 私たちはなぜ承認を求めるのか 国語教材ＳＮＳの哲学　リアルとオンラインの

あいだ（第１版第１刷）
4～5、14～34 戸谷洋志 創元社 2023年

95～98 コンピュータが作る俳句 国語教材哲学者クロサキの哲学超入門（初版第
１刷）

151～154 黒崎政男 平凡社 2016年

100～106 数量化のジレンマ 国語教材数字のセンスを磨く　データの読み
方・活かし方（初版第１刷）

4～6、19～31 筒井淳也 光文社 2023年

126～134 言語としてのピクトグラム 国語教材街の公共サインを点検する――外国人
にはどう見えるか（初版第１刷）

95～106、143～155 本田弘之他 大修館書店 2017年

142～148 ステレオタイプの落とし穴 国語教材多文化共生のための異文化コミュニ
ケーション（初版第１刷）

125～134 原沢伊都夫 明石書店 2014年

156～162 人はなぜ仕事をするのか 国語教材期間限定の思想――「おじさん」的思
考２（７刷）

40～49 内田樹 晶文社 2011年

176～186 黄色い花束 国語教材小さいときから考えてきたこと（第６
刷）

30～37 黒柳徹子 新潮社 2008年

189～196 「生物多様性」はなぜ大事なのか 国語教材はじめて学ぶ環境倫理　未来のために
「しくみ」を問う（初版第１刷）

75～86 吉永明弘 筑摩書房 2021年

出　典　一　覧　表

※上記のもの以外については、編集委員による書き下ろしである。

申 請 図 書 出                      典
備考



〔図･地図〕

ページ 名      称 種別 名     称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

103 週あたり食事の用意の回数分布 図版 数字のセンスを磨く　データの読み
方・活かし方（初版第１刷）

27 筒井淳也 光文社 2023年 左の出典
をもとに
作製

113 最近１ヶ月に読んだ本の冊数 図版 子供の読書活動の推進等に関する調査
研究

浜銀総合研
究所

2017年 左の出典
をもとに
作製

142 図版 多文化共生のための異文化コミュニケー
ション

125 原沢伊都夫 明石書店 2014年 左の出典
をもとに
作製

143 図版 多文化共生のための異文化コミュニケー
ション

126 原沢伊都夫 明石書店 2014年 左の出典
をもとに
作製

※上記以外のものについては自社で作成。

申 請 図 書 出                      典
備考



〔写真〕

ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

見返① 『〈自分らしさ〉って何だろう？』 写真 『〈自分らしさ〉って何だろう？：自分と向き合う心理学』 表紙 榎本博明 筑摩書房 2015年 自社で撮影
見返① 『言語の本質』 写真 『言語の本質―ことばはどう生まれ、進化したか』 表紙 今井むつみ・秋田喜美 中央公論新社 2023年 自社で撮影
見返① 『増補 民族という虚構』 写真 『増補 民族という虚構』 表紙 小坂井敏晶 筑摩書房 2011年 自社で撮影
見返① 『デザインのデザイン』 写真 『デザインのデザイン』 表紙 原研哉 岩波書店 2003年 自社で撮影
見返② 『「利他」とは何か』 写真 『「利他」とは何か』 表紙 伊藤亜紗他 集英社 2021年 自社で撮影
見返② 『ふむふむ―おしえて、お仕事！』 写真 『ふむふむ―おしえて、お仕事！』 表紙 三浦しをん 新潮社 2015年 自社で撮影
見返② 『他者の靴を履く』 写真 『他者の靴を履く―アナーキック・エンパシーのすすめ』 表紙 ブレイディみかこ 文芸春秋 2021年 自社で撮影
見返② 『実践で学ぶ〈生物多様性〉』 写真 『実践で学ぶ〈生物多様性〉』 表紙 鷲谷いづみ 岩波書店 2020年 自社で撮影
見返② 『AI・ロボットと共存の倫理』 写真 『AI・ロボットと共存の倫理』 表紙 西垣通編 岩波書店 2022年 自社で撮影
見返② 『「今、ここ」から考える社会学』 写真 『「今、ここ」から考える社会学』 表紙 好井裕明 筑摩書房 2017年 自社で撮影
見返② 『「しきり」の文化論』 写真 『「しきり」の文化論』 表紙 柏木博 講談社 2004年 自社で撮影

14 夏目漱石 写真 日本近代文学館：P0002499
15 イシグロイド 写真 大阪大学石黒研究室
15 漱石アンドロイド 写真 二松学舎大学
15 機械人間オルタ 写真 大阪大学石黒研究室
19 石黒浩 写真 時事通信フォト：043309918
30 又吉直樹 写真 吉本興業株式会社
45 中村桃子 写真 ユニフォトプレス：KDO_2007103000150
59 鹿おどし 写真 アフロ：9708313
60 エステ家の別荘の噴水 写真 ユニフォトプレス：ALA_ATN8JA
60 エステ家の別荘の噴水 写真 ユニフォトプレス：HAGAaf012367
60 エステ家の別荘の噴水 写真 ユニフォトプレス：ALA_BJPPMC
60 エステ家の別荘の噴水 写真 時事通信フォト：08025446
61 日本の庭園 写真 ユニフォトプレス：ALA_BC9174
63 山崎正和 写真 ユニフォトプレス：KDO2007012900035
66 枯山水 写真 PIXTA：56884615
66 曲水の宴 写真 サイネットフォト：THI110004099
66 ヴィルヘルムスヘーエ城公園 写真 ユニフォトプレス：ALA_JA1JCY
70 （秋の紅葉谷公園） 写真 PIXTA：39899930
71 （宮島弥山） 写真 PIXTA：40557081
74 濡れ縁 写真 アフロ：55931157
74 渡り廊下 写真 サイネットフォト：OKE110004093
76 鳥居 写真 伊勢神宮
89 戸谷洋志 写真 戸谷洋志

107 筒井淳也 写真 筒井淳也
128 写真１　ヘルシンキ駅 写真 『街の公共サインを点検する』 102 本田弘之 大修館書店 2017年 本田弘之
128 写真２　プラハ駅 写真 『街の公共サインを点検する』 102 本田弘之 大修館書店 2017年 本田弘之
130 トラム 写真 アフロ：236184884
131 写真３　シカゴ空港 写真 『街の公共サインを点検する』 143 本田弘之 大修館書店 2017年 倉林秀男
131 写真３　シカゴ空港（拡大画像左） 写真 倉林秀男
131 写真３　シカゴ空港（拡大画像右） 写真 倉林秀男
132 写真４　コペンハーゲン駅 写真 『街の公共サインを点検する』 145 本田弘之 大修館書店 2017年 本田弘之
134 本田弘之 写真 本田弘之
137 ①神奈川県内の路線バス車内 写真 『街の公共サインを点検する』 148 本田弘之 大修館書店 2017年 本田弘之
137 ②羽田空港第２ターミナル 写真 『街の公共サインを点検する』 149 本田弘之 大修館書店 2017年 本田弘之
137 ③金沢駅　兼六園口 写真 『街の公共サインを点検する』 150 本田弘之 大修館書店 2017年 本田弘之
139 (シャープペンシルの操作) 写真 自社で撮影
139 (シャープペンシルの操作) 写真 自社で撮影
139 (シャープペンシルの操作) 写真 自社で撮影
140 (シャープペンシルの操作) 写真 自社で撮影
140 (シャープペンシルの操作) 写真 自社で撮影
141 (シャープペンシルの操作) 写真 自社で撮影
141 (シャープペンシルの操作) 写真 自社で撮影
148 原沢伊都夫 写真 原沢伊都夫
158 サクラガイ 写真 アーテファクトリー：B-60159
159 三浦雅士 写真 アーテファクトリー：jjp00889820
160 クロマニョン人（右）とネアンデルタール人（左）〈復元〉 写真 ユニフォトプレス：5.C0145911
162 内田樹 写真 内田樹
179 戦闘によって破壊された街　コソボ・プリシュティナ 写真 田沼武能
179 戦闘によって破壊された街　コソボ・ジャコバ 写真 田沼武能
185 黒柳大使のコソボ視察　地雷についての教育を受ける子供たち 写真 田沼武能

申請図書 出　　典
備考

出 典 一 覧 表



ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

申請図書 出　　典
備考

185 黒柳大使のコソボ視察　花束を渡す女の子 写真 田沼武能
185 黒柳大使のコソボ視察　難民キャンプ 写真 田沼武能
187 黒柳徹子 写真 吉田名保美事務所
189 トキ 写真 朝日新聞社：P181015000711
190 野生に近い環境での訓練 写真 朝日新聞社：P110824003503
190 放鳥の様子 写真 朝日新聞社：P200919000033
194 岸由二 写真 朝日新聞社：P140818000267
195 リベット（使用後） 写真 ユニフォトプレス：uniH_25.T945J3
196 吉永明弘 写真 吉永明弘
202 （スキー　スキーヤーイメージ） 写真 素材辞典：99047088-047-088
202 （スキー　ゲレンデイメージ） 写真 素材辞典：99047176-047-176
202 （焼肉） 写真 素材辞典：00006332-114-101
203 （スキー　ゲレンデ滑走イメージ） 写真 素材辞典：99047079-047-079

(備考) 4　(1) 写真等については、肖像権等の権利処理を必要に応じて行うこと。
 　(2) 著作物の掲載に当たっては、著作権法第33条に基づき、掲載する旨を著作者に通知するとともに、
　　　 補償金を著作権者に支払う必要があることに留意すること　(別途契約を締結する場合を除く)。

備考4の内容について確認しました。☑



原典に加除訂正を加えた箇所と加除訂正の理由 

単元名 ページ・行 本文 原典 訂正理由 

視野を広げる 

―自己 

ｐ14・1 

 

ｐ14・1 

 

 

ｐ14・2 

 

 

ｐ14・3 

 

ｐ14・5 

 

 

ｐ16・1 

 

ｐ16・8 

 

ｐ17・1 

 

 

ｐ17・15 

 

ｐ17・15 

 

ｐ18・3 

 

ｐ18・5 

ｐ18・11 

ｐ26～30 

 

僕は大学で、 

 

しています。〈改行なし〉これ

までに、 

 

はじめとして、動きで 

 

 

オルタなど、 

 

多いでしょう。〈一行空きを削

除〉 

 

アンドロイドの 

 

あります。〈改行なし〉それは、

「自分のことは 

と言う人は、他人が決めた枠に 

 

 

しれません。 

 

しれません。〈改行・一行空き〉

その「枠を壊す瞬間」が、 

ようになります。 

 

何者なのか」 

壊しましょうか。 

〈原文の削除・修正〉 

 

 

僕は大阪大学で、 

 

しています。〈改行〉これまでに、 

 

 

はじめとして、タレントのマツコ・

デラックスさんを模したマツコロ

イド、動きで 

オルタなどなど、 

 

 

 

 

アンドロイド（通称・イシグロイ

ド）の 

あります。〈改行〉「自分のこと

は 

と言う人は、半分、人間を辞めて

いるのと同じ。他人が決めたつま

らない枠に 

しれない。 

 

しれない。〈改行〉その「枠を壊

す瞬間」が、 

ようになる。 

 

何者なのか？」 

壊しましょうか？ 

〈大幅訂正のため略〉 

 

・特定の法人名の掲載を避けるた

め。 

・文章の流れを中断しないため。以

下、文を続けた箇所については

同様。 

・煩雑さを避けるため、具体例を

削除。 

 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・評論教材としての学習上の配慮

による。以下、一行空きの削除に

ついては同様。 

・煩雑さを避けるため。 

 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。 

・教育的配慮による。 

 

 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・評論教材としての学習上の配

慮による。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・同上。 

・同上。 

・筆者の監修のもと、分量の調整を

するとともに、全般にわたって、

教科書として適切な表記・表現

となるように修正を加えた。 

自分の立場を明確

にする 

―言語 

ｐ38～44 

 

ｐ38・2 

 

ｐ38・8 

 

ｐ39・1 

 

 

ｐ39・10 

 

 

ｐ40・14 

ｐ43・12 

 

ｐ43・14 

 

 

ｐ44・12 

ｐ51・上2 

ｐ52・上 15 

 

 

ｐ53・上 1 

ｐ53・上 10 

 

ｐ53・上14 

 

ｐ54・上2 

 

ｐ54・上3 

ｐ55・上10 

 

ｐ55・上18 

ｐ56・上9 

ｐ56・上10～13 

〈小見出しの削除〉 

 

「本質主義」と「構築主義」 

 

「女らしさ／男らしさ」 

 

基づいて、言葉を使う 

 

 

男が「女言葉」を使う場合もある

し、女も「男言葉」を使う場合が

ある。 

感じさせているのである。 

「お母さん」「お父さん」や「ママ」

「パパ」 

取り上げられていた。 

 

 

必要になる。 

使い分けています。 

動詞連用形の多くが名詞化する

のと同じように（「読み」「笑

い」など）、 

主語と述語を繋辞でつなぐ 

「カードの有効期限はとうに切

れている」 

こうしていくら 

 

一般に言葉というものは 

 

という、固定化した言語観 

「ある」という言葉は、 

 

考えられます。 

記述しているだけです。 

このような……思います。 

 

 

本質主義と構築主義 

 

〈女らしさ／男らしさ〉 

 

基づいてことばを使う 

 

 

男も「女ことば」を使う場合もあ

るし、女も「男ことば」を使う場

合がある。 

〈このあと原文削除〉 

「お母さん、お父さん」や「ママ、

パパ」 

取り上げられていた（「ママと呼ば

ないで！」『日本経済新聞』二〇〇

八年四月一四日夕刊）。 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

動詞連用形の多く（「読み」「笑

い」など）が名詞化するのと同

じように、 

繋辞による 

「私の父はとうに死んでいる」 

 

しかし、こうしていくら 

 

一般に言葉というものが、 

 

というスタティックな言語観 

「ある」という言葉が、 

 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

〈原文の一部削除に伴って、文

章を整えた〉 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・目立たせたほうがよいと思われ

たため。 

・一般的な符号に改めた。以下、符

号については同様。 

・教科書として読みやすく、また、

わかりやすくするため。以下、原

典にない読点については同様。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

 

・採録スペースの関係による。 

・それぞれの呼称を区別したほう

がよいと思われたため。 

・特に必要とは思われないため。 

 

 

・採録スペースの関係による。 

・同上。 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。 

 

・同上。 

・教育的配慮による。 

 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・わかりやすくするため。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・採録スペースの関係による。 

・同上。 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。 

 



単元名 ページ・行 本文 原典 訂正理由 

根拠を示す 

―文化 

ｐ73・上12 

 

 

ｐ75・上16 

ｐ75・上17 

 

ｐ76・上9 

ｐ76・上11 

 

ｐ77・上7 

 

大きな特徴である。（中国の建物

にも軒下部分があるが、日本の場

合ほど深くはない。） 

区別されているのである。 

家の内と外の区別は、 

 

問題なのである。 

鳥居の意味について 

 

用いられたりする 

 

大きな特徴である（中国の建物に

も軒下部分があるが、日本の場合

ほど深くはない）。 

〈このあと原文削除〉 

家の内と外、部屋の内と外の区別

は、 

〈このあと原文削除〉 

鳥居や関守石の意味について 

 

用いられる 

 

・教科書として適切な表現にする

ため。以下、原典にない句点に

ついては同様。 

・採録スペースの関係による。 

・前項の訂正で削除した内容を受

ける表現を削除。 

・採録スペースの関係による。 

・前項の訂正で削除した内容を受

ける表現を削除。 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

論理的に考える 

―情報・コミュニケ

ーション 

ｐ80～88 

 

 

 

 

ｐ95～98 

 

ｐ95・上10 

 

ｐ97・上2 

ｐ97・上13 

 

 

 

ｐ98・上2 

 

ｐ98・上4 

ｐ98・上5 

〈原文の削除・修正〉 

 

 

 

 

〈小見出し・一行空きの削除〉 

 

スロットマシンのようなもので

す。 

間違いなく受け取る。 

かつて、魚の頭のほうに斑点が

あって、あたかも人間の顔のよ

うに見えた、「人面魚」と呼ば

れた魚がいました。 

発生させているわけです。 

 

俳句なら、 

コンピュータには 

〈大幅訂正のため略〉 

 

 

 

 

 

 

〈このあと原文削除〉 

 

〈このあと原文削除〉 

〈原文の一部削除・入れ換えに伴

って、文章を整えた〉 

 

 

〈このあと原文削除〉 

 

俳句やロボットの心なら、 

コンピュータやロボットには 

・筆者の監修のもと、分量の調整

をするとともに、全般にわた

って、教科書として適切な表

記・表現となるように修正を

加えた。 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・部分採録のため。 

 

・特に必要とは思われないため。 

・教科書として読みやすく、ま

た、わかりやすくするため。 

 

 

・教科書採録箇所以外の部分をさ

した表現であるため。 

・同上。 

・同上。 

情報を読み取る 

―社会 

 

ｐ100～106 

 

〈原文の削除・修正〉 

 

〈大幅訂正のため略〉 ・筆者の監修のもと、分量の調整を

するとともに、全般にわたって、

教科書として適切な表記・表現

となるように修正を加えた。 

伝えたいことを明確

にする 

―相互理解 

ｐ126～134 

 

 

 

ｐ142～148 

〈原文の削除・修正〉 

 

 

 

〈原文の削除・修正〉 

〈大幅訂正のため略〉 

 

 

 

〈大幅訂正のため略〉 

・筆者の監修のもと、分量の調整を

するとともに、全般にわたって、

教科書として適切な表記・表現

となるように修正を加えた。 

・筆者の監修のもと、分量の調整を

するとともに、全般にわたって、

教科書として適切な表記・表現

となるように修正を加えた。 

考えを深める 

―仕事 

ｐ156～162 

 

ｐ157・1 

ｐ157・7 

 

ｐ157・11 

ｐ158・5 

ｐ158・9 

 

ｐ158・11 

ｐ158・12 

ｐ158・13 

ｐ159・4 

 

 

ｐ159・4 

 

ｐ159・5 

ｐ160・2 

ｐ160・11 

ｐ162・8 

〈一行空きを削除〉 

 

人がいる。 

私がフランス旅行で 

 

買えない。 

共有しているからなのだ。 

存在するのであろう。 

 

「貨幣の本質って何？」 

「運動でしょ。」 

運動にある 

三浦雅士氏 

 

 

現生人類の祖クロマニョン人 

 

とを隔てる 

普通考える 

道具である 

同じである。 

 

 

 

〈このあと原文削除〉 

私が去年のフランス旅行で 

 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

三浦雅士 

 

 

現世人類の祖クロマニヨン人 

 

を隔てる 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・採録スペースの関係による。 

・発表時と現在とでは渡航時期が

食い違っているため。 

・採録スペースの関係による。 

・同上。 

・煩雑さを避けるため、人名が列挙

されている文を削除。 

・特に必要とは思われないため。 

・同上。 

・同上。 

・教科書としてより適切な表現に

するため。以下、人名については

同様。 

・より一般的な表記に改めた。以

下、これらの語については同様。 

・並列関係を明確にするため。 

・教育的配慮による。 

・採録スペースの関係による。 

・同上。 

 

 

 

 

 



単元名 ページ・行 本文 原典 訂正理由 

社会に目を向ける 

―共に生きるという

こと 

ｐ176・3 

 

ｐ176・4 

 

 

ｐ182・7 

 

ｐ186・11 

 

 

ｐ189～196 

 

ｐ191・5 

ｐ191・7 

ｐ191・7 

ｐ191・14 

 

ｐ192・3 

 

ｐ192・5 

ｐ192・6 

 

 

ｐ192・13～14 

 

ｐ193・8 

ｐ193・12 

ｐ193・13 

ｐ193・14 

ｐ194・2 

 

 

ｐ194・4 

 

ｐ194・5 

ｐ194・7 

ｐ194・7 

ｐ194・15 

ｐ195・3 

ｐ196・1 

ｐ196・3 

ｐ196・4 

 

ｐ196・4 

 

ｐ196・4～6 

 

 

ｐ196・6 

ｐ196・7 

ユニセフの 

 

ユーゴスラビア連邦セルビア共和

国、 

 

小・中学校が、 

 

兵隊さんたちの帰ってこなかった

ことが、今も申しわけなく、私の

心の傷になっている。 

〈小見出しの削除〉 

 

何なのでしょうか。 

広まっています。 

この「生物多様性」とは 

言葉について考えてみましょう。 

 

「自然」は名詞ではなく、今で言

うところの副詞・形容動詞として 

のほうが、由緒正しいのです。 

ネイチャー（nature）にあてた 

 

 

必要があるのか」「絶滅だって……

という疑問に通じます。 

手持ちの英和辞典の 

意味が載っています。 

広すぎるのです。 

海外で野生動物の 

多種多様であることがポイントに 

 

 

海外では 

 

岸由二は、 

普及したと推測しています。 

しています。 

「流域」というエリアの中で、 

ダイバーシティ（多様性）が 

説明となっています 

なるかと思います。 

種の絶滅は「自然」にたくさん 

 

起こっています。 

 

問題は、これまでにないスピード

で……そして、それが人間活動の

せいだということ、 

この二点にあります。 

この二点を根拠にして、生物種の

絶滅を防ぐ責任が人間にあると言

えるのです。 

ユニセフ（国連児童基金）の 

 

ユーゴスラビア連邦セルビア共和

国（二〇〇三年、セルビア・モン

テネグロに国名変更）、 

小中学校が、 

 

兵隊さん達が帰って来なかったこ

とを、今も申しわけなく、私の心

の傷になっている。 

 

 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

しかし「生物多様性」とは 

言葉について突っ込んで考えてみ

ましょう。 

「自然」は、名詞ではなく副詞・

形容動詞として 

のほうが、歴史が古いのです。 

nature にあてた 

 

 

〈原文の一部削除に伴って、文

章を整えた〉 

手持ちの辞書の 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

海外では野生動物の 

多種多様であること、がポイント

に 

 

海外の研究では 

 

岸由二によれば、 

普及したのだ、といいます。 

〈このあと原文削除〉 

「流域」に焦点を合わせて、 

diversity が 

〈このあと原文削除〉 

〈このあと原文削除〉 

種の絶滅は自然にたくさん 

 

〈このあとの原文削除に伴っ

て、文章を整えた〉 

問題は、①これまでにないスピー

ドで……そして、②それが人間活

動のせいだということ、 

〈このあと原文削除〉 

生物種の絶滅を防ぐ責任が人間に

ある、ということが理解されたか

と思います。 

・読みやすくするため、説明は脚注

に回した。 

・同上。 

 

 

・教科書として適切な表現にする

ため。 

・主述の関係を明確にするため。 

 

 

・評論教材としての学習上の配慮

による。 

・部分採録のため。 

・採録スペースの関係による。 

・筆者の意向による。 

・同上。 

 

・同上。 

 

・同上。 

・学習上の配慮による。以下、英単

語のカタカナ表記については同

様。 

・教科書として読みやすく、また、

わかりやすくするため。 

・筆者の意向による。 

・採録スペースの関係による。 

・同上。 

・筆者の意向による。 

・教科書として読みやすく、また、

わかりやすくするため。以下、読

点の削除については同様。 

・教科書として読みやすく、また、

わかりやすくするため。 

・筆者の意向による。 

・同上。 

・同上。 

・同上。 

・学習上の配慮による。 

・特に必要とは思われないため。 

・採録スペースの関係による。 

・目立たせたほうがよいと思われ

たため。 

・採録スペースの関係による。 

 

・学習上の配慮による。 

 

 

・採録スペースの関係による。 

・筆者の意向による。 

 

 



番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

1 5 二次元コード 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

5 URL 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

表4 二次元コード 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

2 14 二次元コード 自社ページＵＲＬ 枠を壊して自由に生きる　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙2-1添付

自社ページＵＲＬ 枠を壊して自由に生きる　語彙力ドリル　語句の意味 別紙2-2添付

3 15 二次元コード 自社ページＵＲＬ 動画(石黒浩氏が製作したアンドロイド) 別紙3添付

4 20 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D
0022110020_00000

動画（NHK高校講座　「適切な表現」）

NHK
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D
0022110025_00000

動画（NHK高校講座　「接続語」）

NHK
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D
0022110031_00000

動画（NHK高校講座　「比喩表現」）

5 26 二次元コード 自社ページＵＲＬ なぜ本を読むのか　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙4-1添付

自社ページＵＲＬ なぜ本を読むのか　語彙力ドリル　語句の意味 別紙4-2添付

6 38 二次元コード 自社ページＵＲＬ 言葉遣いとアイデンティティ　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙5-1添付

自社ページＵＲＬ 言葉遣いとアイデンティティ　語彙力ドリル　語句の意味 別紙5-2添付

7 46 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D
0022110034_00000

動画(NHK高校講座　「文の構成～スピーチ～」)

8 50 二次元コード 自社ページＵＲＬ 【具体と抽象】解説動画 別紙6添付

9 51 二次元コード 自社ページＵＲＬ
日本語は世界をこのように捉える　語彙力ドリル　語句の言い換
え

別紙7-1添付

自社ページＵＲＬ 日本語は世界をこのように捉える　語彙力ドリル　語句の意味 別紙7-2添付

10 58 二次元コード 自社ページＵＲＬ 水の東西　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙8-1添付

自社ページＵＲＬ 水の東西　語彙力ドリル　語句の意味 別紙8-2添付

11 59 二次元コード 自社ページＵＲＬ 動画（鹿おどし） 別紙9添付

12 65 二次元コード 自社ページＵＲＬ 水に関わる芸術や文化　解答例 別紙10添付

龍安寺 http://www.ryoanji.jp/smph/index.html 参考リンク１　龍安寺

城南宮 https://www.jonangu.com/kyokusuinoutage.html 参考リンク２　城南宮

UNESCO世界遺産
委員会

http://whc.unesco.org/ja/list/1413 参考リンク３　ヴィルヘルムスヘーエ城公園

ウェブサイトのアドレスの掲載箇所一覧表

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110020_00000
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110020_00000
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110025_00000
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110025_00000
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110031_00000
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110031_00000
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110034_00000
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110034_00000
http://www.ryoanji.jp/smph/index.html
https://www.jonangu.com/kyokusuinoutage.html
http://whc.unesco.org/ja/list/1413


番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

13 72 二次元コード 自社ページＵＲＬ 【対比】解説動画 別紙11添付

14 73 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「間」の感覚　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙12-1添付

自社ページＵＲＬ 「間」の感覚　語彙力ドリル　語句の意味 別紙12-2添付

15 73 二次元コード 伊勢神宮 https://www.isejingu.or.jp/about/architecture/ 参考リンク１　伊勢神宮

ギリシャ　文
化・スポーツ省

http://odysseus.culture.gr/h/2/gh2562.jsp?obj_i
d=912&mm_id=3181

参考リンク２　パルテノン神殿

16 80 二次元コード 自社ページＵＲＬ 私たちはなぜ承認を求めるのか　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙13-1添付

自社ページＵＲＬ 私たちはなぜ承認を求めるのか　語彙力ドリル　語句の意味 別紙13-2添付

17 92 二次元コード 自社ページＵＲＬ 【主張と根拠】解説動画 別紙14添付

18 93 二次元コード 自社ページＵＲＬ 【主張と反論】解説動画 別紙15添付

19 94 二次元コード 自社ページＵＲＬ 【推論】解説動画 別紙16添付

20 95 二次元コード 自社ページＵＲＬ コンピュータが作る俳句　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙17-1添付

自社ページＵＲＬ コンピュータが作る俳句　語彙力ドリル　語句の意味 別紙17-2添付

21 100 二次元コード 自社ページＵＲＬ 数量化のジレンマ　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙18-1添付

自社ページＵＲＬ 数量化のジレンマ　語彙力ドリル　語句の意味 別紙18-2添付

22 120 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?da
s_id=D0005180394_00000

動画(NHK for School 「アンケートの作り方」）

NHK
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?da
s_id=D0005180396_00000

動画(NHK for School 「分析のしかた」）

23 126 二次元コード 自社ページＵＲＬ 言語としてのピクトグラム　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙19-1添付

自社ページＵＲＬ 言語としてのピクトグラム　語彙力ドリル　語句の意味 別紙19-2添付

24 136 二次元コード 自社ページＵＲＬ
『街の公共サインを点検する』（本田弘之）より抜粋（写真①に
ついて）

別紙20-1添付

自社ページＵＲＬ
『街の公共サインを点検する』（本田弘之）より抜粋（写真②に
ついて）

別紙20-2添付

自社ページＵＲＬ
『街の公共サインを点検する』（本田弘之）より抜粋（写真③に
ついて）

別紙20-3添付

金沢市
https://www4.city.kanazawa.lg.jp/kids/kanazawar
ashisa/5/15797.html

参考リンク　金沢駅東広場の紹介

25 138 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D
0022110042_00000#in=0&out=1200

動画（NHK高校講座　「この説明で分かりますか？」）

26 142 二次元コード 自社ページＵＲＬ ステレオタイプの落とし穴　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙21-1添付

自社ページＵＲＬ ステレオタイプの落とし穴　語彙力ドリル　語句の意味 別紙21-2添付

https://www.isejingu.or.jp/about/architecture/
http://odysseus.culture.gr/h/2/gh2562.jsp?obj_id=912&mm_id=3181
http://odysseus.culture.gr/h/2/gh2562.jsp?obj_id=912&mm_id=3181
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180394_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180394_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180396_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180396_00000
https://www4.city.kanazawa.lg.jp/kids/kanazawarashisa/5/15797.html
https://www4.city.kanazawa.lg.jp/kids/kanazawarashisa/5/15797.html
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110042_00000#in=0&out=1200
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110042_00000#in=0&out=1200


番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

27 156 二次元コード 自社ページＵＲＬ 人はなぜ仕事をするのか　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙22-1添付

自社ページＵＲＬ 人はなぜ仕事をするのか　語彙力ドリル　語句の意味 別紙22-2添付

28 169 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?da
s_id=D0005180417_00000

動画(NHK for School 「議論のまとめ方」)

29 176 二次元コード 自社ページＵＲＬ 黄色い花束　語彙力ドリル　語句の言い換え 別紙23-1添付

自社ページＵＲＬ 黄色い花束　語彙力ドリル　語句の意味 別紙23-2添付

30 177 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?da
s_id=D0005402949_00000

動画(NHK for School 「旧ユーゴスラビア」)

31 189 二次元コード 自社ページＵＲＬ
「生物多様性」はなぜ大事なのか　語彙力ドリル　語句の言い換
え

別紙24-1添付

自社ページＵＲＬ 「生物多様性」はなぜ大事なのか　語彙力ドリル　語句の意味 別紙24-2添付

32 197 二次元コード 環境省 https://ikilog.biodic.go.jp/Rdb/env 参考リンク：いきものログ　環境省絶滅危惧種検索

環境省
https://www.env.go.jp/nature/kisho/wildlifecent
er/kushiro-shitsugen.html

参考リンク：釧路湿原野生生物保護センター

北海道海鳥セン
ター

http://www.seabird-center.jp/ 参考リンク：北海道海鳥センター

鳥海イヌワシみ
らい館

https://www.raptor-c.com/ 参考リンク：猛禽類保護センター

佐渡トキ保護セ
ンター

https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/toki/ 参考リンク：佐渡トキ保護センター

トキの森公園公
式サイト

https://www.city.sado.niigata.jp/site/tokinomor
i/1161.html

参考リンク：トキの森公園公式ＷＥＢサイト　トキのたより

奄美野生生物保
護センター

https://kyushu.env.go.jp/okinawa/awcc/ 参考リンク：奄美野生生物保護センター

ウフギー自然館 https://www.ufugi-yambaru.com/ 参考リンク：やんばる野生生物保護センター

西表野生生物保
護センター

https://iwcc.jp/ 参考リンク：西表野生生物保護センター

33 198 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?da
s_id=D0005320645_00000

動画(NHK for School 「プレゼンテーションのしかた」)

34 204 二次元コード NHK
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D
0022110044_00000#in=0&out=1200

動画(NHK高校講座 「『意見』と『意見文』」)

35 209 二次元コード 自社ページＵＲＬ 常用漢字表 別紙25添付

https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180417_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180417_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005402949_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005402949_00000
https://ikilog.biodic.go.jp/Rdb/env
http://www.seabird-center.jp/
https://www.raptor-c.com/
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/toki/
https://www.city.sado.niigata.jp/site/tokinomori/1161.html
https://www.city.sado.niigata.jp/site/tokinomori/1161.html
https://kyushu.env.go.jp/okinawa/awcc/
https://www.ufugi-yambaru.com/
https://iwcc.jp/
https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005320645_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/movie/clip.cgi?das_id=D0005320645_00000
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110044_00000#in=0&out=1200
https://www2.nhk.or.jp/kokokoza/watch/?das_id=D0022110044_00000#in=0&out=1200
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